
 
 

第２９回研究成果報告会ご案内 
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日  時：２０２３年 １０月５日(木) 
 

○研究報告(現地開催およびオンライン開催）:１４時００分～１６時２５分 
 

○ポスターセッション（オンライン開催） ：１１時００分～ 
(ホ ー ム ペ ー ジ 上 に 掲 載 い た し ま す ）  

 
場   所：（株）原子力安全システム研究所 

３階 ロード･マーシャル･メモリアルホール 
 

福井県三方郡美浜町佐田６４号 
ＴＥＬ：０７７０－３７－９１００（代表） 
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株式会社原子力安全システム研究所  

 

 
 

ごあいさつ 
 

皆様におかれましては、平素より当研究所の活動に対し格別のご理解・ご支

援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、当研究所では今年度も「研究成果報告会」を開催して私共の研究成果

の一端をご紹介し、皆様方のご参考に供するとともに、種々ご教示・ご助言を

賜りたいと考えています。 

 第２９回目となる今回も、先般、当研究所内で「優秀研究賞」として表彰し

た研究テーマを中心に発表するとともに、その他の研究成果につきましても概

要をご覧いただけるポスターセッションをオンラインにて開催させていただ

きます。詳細は、右記プログラムをご覧下さい。 

 ご多忙中とは存じますが、何卒万障お繰り合わせのうえ多数ご参加下さいま

すようご案内申し上げます。  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈱原子力安全システム研究所  

取締役社長・所長  



 

研究報告プログラム 
 

◆ポスターセッション（１１:００～） 

 

◎研究成果報告会開会（１４:００～） 

あいさつ 取 締 役 社 長 ・ 所 長 松村 孝夫 

◎技術システム研究所研究報告(１４:１５～１５:２５) 

座 長 ： 技 術 シ ス テ ム 研 究 所 長  片岡  勲 

● 技 術 シ ス テ ム 研 究 所 の 総 括 報 告 

技 術 シ ス テ ム 研 究 所 長 片岡  勲 

 

● 原 子 力 材 料 の 劣 化 機 構 研 究 の た め の 超 微 小 引 張 試 験 法 の 開 発 

高経年化研究 ｾﾝﾀｰ 材料 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 副主任研究員  三浦 照光 

 

● 電 子 後 方 散 乱 回 折 （ EBSD） に よ る 塑 性 ひ ず み 測 定 に 関 す る 研 究 

高経年化研究 ｾﾝﾀｰ 熱流動・構造 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主席研究員  釜谷 昌幸 

 

◆休 憩（１５:２５～１５:４０） 

 

◎社会システム研究所研究報告(１５:４０～１６:２０) 

座 長 ： 社 会 シ ス テ ム 研 究 所 長  小泉 潤二 

● 社 会 シ ス テ ム 研 究 所 の 総 括 報 告 

社 会 シ ス テ ム 研 究 所 長 小泉 潤二 

 

 ●原子力をめぐる近 年 の 世 論 の 動 向 と 調 査 デ ー タ か ら 浮 上 す る 需 要 家 

 の 行 動 の 特 性  

社会意識 ･ｴﾈﾙｷﾞｰ問題研究 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 副主任研究員  藤田 智博 

 

◎閉会（１６:２５） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

研究報告概要  
 

● 原 子 力 材 料 の 劣 化 機 構 研 究 の た め の 超 微 小 引 張 試 験 法 の 開 発  

 

 高 温 の 腐 食 環 境 や 放 射 線 環 境 で 使 用 さ れ る ス テ ン レ ス 鋼 等 の 原 子 力 材 料 で は 、

応 力 腐 食 割 れ や 照 射 脆 化 等 の 劣 化 事 象 が 生 じ る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 劣 化 は 腐

食 や 照 射 あ る い は 熱 に よ る 材 料 中 の 組 織 や 組 成 の 変 化 に 起 因 し て お り 、 粒 界 等 の

局 所 に 生 じ た 変 化 が 材 料 全 体 の 劣 化 を も た ら す 例 も あ る 。 粒 界 等 の 局 所 で の 材 料

変 化 は 従 来 の 機 械 試 験 で 評 価 す る こ と は 難 し く 、μ m ス ケ ー ル で 行 う 超 微 小 機 械 試

験 技 術 の 開 発 が 必 要 に な る 。 本 発 表 で は 、 金 属 材 料 の 個 別 粒 界 の 破 壊 挙 動 を 調 べ

る た め に 開 発 し た 超 微 小 引 張 試 験 法 と 原 子 力 材 料 の 劣 化 機 構 研 究 へ の 適 用 例 を 述

べ る 。  

 

 

 

● 電 子 後 方 散 乱 回 折 （ EBSD） に よ る 塑 性 ひ ず み 測 定 に 関 す る 研 究  

 

応 力 腐 食 割 れ や 疲 労 の 初 期 段 階 に お い て は 、 局 所 的 な 損 傷 の 蓄 積 が 微 視 亀 裂 を

発 生 さ せ る 。電 子 後 方 散 乱 回 折（ EBSD）を 用 い た 結 晶 方 位 測 定 に よ っ て 同 定 さ れ る

局 所 的 な 方 位 変 化（ 局 所 方 位 差 ）は 、損 傷 量 を 測 る 尺 度 と し て 用 い ら れ て い る 。一

方 で 、 局 所 方 位 差 は 測 定 条 件 や 結 晶 粒 径 に 依 存 す る こ と か ら 、 損 傷 の 定 量 評 価 が

難 し い と い う 課 題 が あ る 。本 研 究 で は 、塑 性 ひ ず み を 対 象 に 、定 量 評 価 方 法 を 検 討

し た 。具 体 的 に は 、結 晶 方 位 分 布 か ら 複 数 の 方 位 差 指 標 を 算 出 し 、こ れ ら を 組 み 合

わ せ て 評 価 す る こ と で 、 微 視 的 な 塑 性 ひ ず み 分 布 を 示 す こ と を 試 み た 。 
 

 

 

● 原 子 力 を め ぐ る 近 年 の 世 論 の 動 向 と 調 査 デ ー タ か ら 浮 上 す る 需 要 家 の 行 動 の  

特 性  

 

世 界 的 な コ ロ ナ 禍 か ら の 復 帰 が 意 識 さ れ た 2022 年 に は 、 ロ シ ア に よ る ウ ク ラ  

イ ナ へ の 侵 攻 や 電 力 の 需 給 逼 迫 と い っ た 事 象 が 社 会 に 大 き な イ ン パ ク ト を も た ら

し た が 、 そ れ に 伴 っ て 人 々 の 考 え 方 や 行 動 に 変 化 や 動 き は 見 ら れ た の だ ろ う か 。

本 研 究 で は 、 原 子 力 発 電 や エ ネ ル ギ ー 問 題 に つ い て の 、 一 般 の 人 々 を 対 象 と し た

調 査 結 果 に 基 づ き 、 原 子 力 発 電 へ の 考 え 方 、 電 力 不 足 に 対 す る 認 識 、 電 気 代 や 電

気 使 用 量 の 認 識 な ど の 動 向 を 報 告 す る 。 あ わ せ て 、 省 エ ネ や 節 電 、 環 境 配 慮 行 動

の よ う な 需 要 家 の 行 動 面 に か か わ る 特 性 に つ い て の 分 析 に つ い て も 報 告 す る 。  

 

 

 

 

 

 
 
 



 
 

 

 

社 会 シ ス テ ム 研 究 所  

 

● 変 圧 設 備 の 巡 視 技 能 に 関 す る 調 査 

ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー

研 究 セ ン タ ー  

人 間 行 動 グ ル ー プ 

松 井  裕 子  

● 心 理 的 安 全 性 に リ ー ダ ー シ ッ プ と 個 人  

特 性 が 与 え る 影 響 

ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー

研 究 セ ン タ ー  

組 織 文 化 グ ル ー プ 

寺 口  司  

● 新 型 コ ロ ナ 感 染 対 策 緩 和 段 階 に お け る  

テ レ ワ ー ク の 状 況 

ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー

研 究 セ ン タ ー  

組 織 文 化 グ ル ー プ 

濵 野  和 佳  

● エ ネ ル ギ ー 環 境 教 育 を 話 題 に し た 親 子  

対 話  

社 会 意 識 ・ エ ネ ル ギ ー

問 題 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 
大 磯  眞 一  

 

技 術 シ ス テ ム 研 究 所  

 

● 電 子 線 照 射 し た 低 ・ 中 Cu 含 有 量 A533B

鋼 中 の 照 射 損 傷 組 織 の APT, TEM, 

STEM/EDS に よ る 評 価  

高 経 年 化 研 究 セ ン タ ー 

材 料 グ ル ー プ  
藤 井  克 彦  

● 海 外 ト ラ ブ ル 分 析 か ら 学 ぶ コ ン フ ィ グ

レ ー シ ョ ン 管 理 に つ い て 

原 子 力 情 報 研 究  

プ ロ ジ ェ ク ト  
田 中  秀 夫  

● フ ラ ッ デ ィ ン グ 状 態 で の 鉛 直 管 内 流 動  

特 性 へ の 液 粘 性 の 影 響 

安 全 ・ 防 災 研 究  

プ ロ ジ ェ ク ト  
高 木  俊 弥  

● 統 計 的 安 全 評 価 に お け る 代 替 統 計 モ デ

ル の 適 用 （ 実 機 条 件 に 対 す る 不 確 か さ

解 析 の ベ イ ズ 推 定 ） 

安 全 ・ 防 災 研 究  

プ ロ ジ ェ ク ト  
木 下  郁 男  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポスターセッションテーマ 

 
 
 
 
①  研究報告  

◆参加方法  

 下記事務局宛に E-mail にて次の事項を記載の上、お申し込み下さい。  
 

・参加者氏名 (フリガナ ) 

・勤務先・役職名  

・電話番号  

・参加方法（現地 or オンライン）  
 
 お申し込みいただいた方へは、追って正式ご案内をメールにて返信致します。  

（なお、申込時の個人情報につきましては、弊社の諸行事等の案内・送付のみに使用  

させて頂きます。）  
 

◆参  加  費  

 無  料  
 

◆定   員  

 現地参加    ：１００名  

 オンライン参加：２００名  
 

大変恐縮ではございますが、運営の都合上、定員制とさせて頂きますのでお早めの申し込みをお願い 

いたします。 
 

◆申込締切  

 ２０２３年  ９月２８日 (木 ) 

 

②ポスターセッション  

◆参加方法  

 ・事前の参加お申し込みは不要です。  

・１０月５日 (木 )１１時以降弊社ホームページからのアクセスによる画像 +音声の配  

信となります。  

・質疑応答については以降２週間、 Web 上にて実施（ホームページ上での画像 +音声の  

発信は本年度末まで継続実施）いたします。  

 

【お申し込み／お問い合わせ先】  

 〒 919-1205 

 福井県三方郡美浜町佐田 64 号  

 ㈱原子力安全システム研究所  管理部  研究管理課  

 (担当者：山岸、田辺 ) 

 E-mail:seika@inss.co.jp 

 TEL:0770-37-9100  FAX:0770-37-2008 

 

 

 

 

〇 JR 敦賀駅からタクシー利用で約 20 分  
〇舞鶴若狭自動車道若狭美浜 I .C.から車で約 5 分  

 

○当日、専用バスを運行します。ご利用下さい。  

   JR 敦賀駅   ㈱原子力安全システム研究所    JR 敦賀駅  
    13 :25 発    13:45 着，  16 :35 発   16 :55 着  
 

参加ご案内 

交通のご案内 


